
6 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（❶~❹の計）　 ➡

事業内容及び

めざした目的

（具体的に）

  下水道などの整備区域外の地域における，生活環境の改善，公共用水域の水質汚濁防止の観点から水洗化率の向

上を図るため，また集合処理が行われていない地域の汚水処理は浄化槽しかなく，集合処理地域の市民との経済的負

担の均衡を図るため，小型合併処理浄化槽設置者に対し補助を行う。

121

特定財源

内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）

事業一覧表／状

況写真／図面等

別添資料等

無

循環型社会形成推進交付金

県支出金 合併処理浄化槽設置整備事業費補助金

負担金等その他

令和6年度 25,965 5,874 2,570 17,400 0

100万円以上の不用額が

生じた理由（該当のみ）

当初の見込みより補助申請件数が少なかったため。

（当初予算見込件数：69件　実績件数：52件）

歳入に関する

項目

決算額

（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 190

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 25,965 該当／頁 191

補正

区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 25,884 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 81

継続事業 政策２　安全で快適な生活環境

事業

(経費)

内の主

な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

負担金，補助及び交付金 ⑦補助金（建設補助） 34,788 25,884 0 8,904 74.0%

（事業一覧等）

成果/評価

＊事業を執行した

ことにより，どのよう

な成果や効果をも

たらしたのか

　合併処理浄化槽設置率（集合処理施設及び市設置型浄化槽普及エリアを除く世帯における合併処理浄化槽設置

率）は0.9ポイント上昇して56.1％に向上し，水洗化率は0.5ポイント上昇して86.5％に向上しています。

小型浄化槽設置整備補助事業

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 1

款 項 目 (単位：千円）

4 1 5 担当部局・課名 建設部・下水道課

事業名

事業区分

●５人槽分（新設）　 補助金額　469千円×39基　　18,291,000円

●５人槽分（再設置）補助金額　249千円×  2基　　     498,000円

●７人槽分（新設）　 補助金額　645千円×11基　　  7,095,000円

●７人槽分（再設置）補助金額　369千円×  0基　           　     0円

●10人槽分（新設）　補助金額　864千円×  0基　　 　　　　　　  0円

●10人槽分（再設置）補助金額　500千円× 0基　　                0円

（地域別実績）

  25,884,000円52基

三次：41基

吉舎：4基

君田：1基 布野：1基 作木：0基

甲奴：5基三和：0基三良坂：0基 計：52基



6 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（❶~❹の計）　 ➡

〇

成果/評価

＊事業を執行した

ことにより，どのよう

な成果や効果をも

たらしたのか

汚泥再生処理センター「錦水園」では，し尿6,932キロリットル，浄化槽汚泥22,152キロリットルの計29,084キロリットルを

処理し，水質基準を満たした水を排水しました。また，廃棄物（発生する汚泥）の抑制を図り資源として活用するため，

活性炭肥料（愛称：錦炭くん）を2,531袋生産し，希望する市民に無料で提供しました。

事業内容及び

めざした目的

（具体的に）

【事業内容】

三次市汚泥再生処理センター（錦水園）の運営管理

【目的】

廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び浄化槽法に基づき，し尿及び浄化槽汚泥等を適切に処理することにより，生活

環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

事業実績

（詳細説明）

事業一覧表／状

況写真／図面等

●需用費（①消耗品費）　15,847千円
　　・処理用薬品，水質試験用薬品等購入

●需用費（②燃料費）　13,118千円
　　・資源化設備用灯油代等

●需用費（⑤光熱水費）　40,597千円
　　・電気料金

●委託料（①業務委託料（物件費））　1,958千円
　　・環境調査業務（騒音，ダイオキシン類分析等測定）

●委託料（③施設機器等管理委託料）　170,129千円
　　・資源化運転管理業務　　　　　39,160千円
　　・水処理運転管理業務　　　　　30,656千円
　　・水処理用活性炭交換業務　　28,050千円
　　・施設保守点検業務　　　　　　 65,725千円　　ほか

別添資料等

無

（事業一覧等）

247,809

特定財源

内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

県支出金

負担金等その他 清掃使用料（行政財産使用料）

令和6年度 247,810 1

100万円以上の不用額が

生じた理由（該当のみ）
し尿処理場運営に係る電気料金及び燃料費について，当初の見込みより単価の上昇が小さかったこと等による不用額

歳入に関する

項目

決算額

（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 196～

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 247,810 該当／頁 199

補正

区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 241,649 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 6,161

委　託　料 ③施設機器等管理委託料 170,251 170,129 0 122 100.0%

委　託　料 ①業務委託料（物件費） 1,958 1,958 0 0

1,203 97.0%

需　用　費 ②燃料費 14,408 13,118 0 1,290

100.0%

執行率%

需　用　費 ①消耗品費 16,052 15,847 0 205 99.0%

事業区分 継続事業 政策２　安全で快適な生活環境

事業

(経費)

内の主

な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額

91.0%

需　用　費 ⑤光熱水費 41,800 40,597 0

4 2 3 担当部局・課名 建設部・下水道課

事業名 し尿処理経費

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 2

款 項 目 (単位：千円）



6 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（❶~❹の計）　 ➡

成果/評価

＊事業を執行した

ことにより，どのよう

な成果や効果をも

たらしたのか

寺戸浄水場系統と向江田浄水場系統の水利用の融通を図る目的で送配水管の整備を実施しています。

令和６年度は大掛浄水場の取水施設の整備と寺戸浄水場の膜ろ過施設の膜モジュール更新等を行い水道の安定供給

に努めました。

事業内容及び

めざした目的

（具体的に）

　広島県水道広域連合企業団が広域化事業として実施する送配水，浄水場施設などの建設改良に対して財政措置を

講じるものです。

事業実績

（詳細説明）

事業一覧表／状

況写真／図面等

対象事業
１．水道事業の広域化に関する事業（送配水管）
　　　出資額　 68,479千円　　　全体事業費　224,311千円

２．水道事業の広域化に関する事業（浄水場等）
　　　出資額   50,366千円　 　  全体事業費　157,895千円

別添資料等

無

（事業一覧等）

45

特定財源

内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

県支出金

負担金等その他

令和6年度 118,845 118,800

100万円以上の不用額が

生じた理由（該当のみ）
対象事業について，競争入札等の結果，予定した金額を下回る金額で契約したことによる（入札残）

歳入に関する

項目

決算額

（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 200

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 118,845 該当／頁 201

補正

区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 118,845 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

執行率%

投資及び出資金 投資及び出資金 149,508 118,845 19,066 11,597 79.0%

事業区分 継続事業 政策２　安全で快適な生活環境

事業

(経費)

内の主

な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額

4 3 1 担当部局・課名 建設部・下水道課

事業名 水道施設整備事業負担金

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 3

款 項 目 (単位：千円）

大掛浄水場取水施設整備事業



6 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（❶~❹の計）　 ➡

成果/評価

＊事業を執行した

ことにより，どのよう

な成果や効果をも

たらしたのか

　講演会は，アンケートの結果7割以上が大変有意義であったと回答し，まあまあ有意義を含めると9割を超える回答があ

りました。継続した取り組みにより，空家等の管理意識及び早期活用につながる意識醸成につながりました。また，空き家

情報バンク担当課との連携を図ることで，個別相談にも対応ができました。

　老朽危険建物除却促進事業については，4件の利用があり，老朽危険空家等の除却につなげています。

事業内容及び

めざした目的

（具体的に）

　空家等の管理意識の醸成や活用の促進，危険空家等への対策などに取り組む。

事業実績

（詳細説明）

事業一覧表／状

況写真／図面等

〇7②講師謝礼　50,000円
　・空家等対策講演会講師謝礼　50,000円（令和7年3月8日開催　34名参加）

〇18⑦補助金（補助費）　1,574,000円
　・老朽危険建物除却促進事業補助金　1,574,000円（４件分）

別添資料等

無

（事業一覧等）

837

特定財源

内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金 社会資本整備総合交付金（空家等再生等推進事業）

県支出金

負担金等その他

令和6年度 1,624 787 0 0 0

100万円以上の不用額が

生じた理由（該当のみ）

歳入に関する

項目

決算額

（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 232

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 1,624 該当／頁 233

補正

区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 1,624 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

負担金，補助及び交付金 ⑦補助金（建設補助） 1,575 1,574 0 1

8 0.0%

報　償　費 ②講師謝礼 50 50 0 0

100.0%

執行率%

報　　　酬 ③非常勤職員報酬 71 0 0 71 0.0%

事業区分 継続事業 政策２　安全で快適な生活環境

事業

(経費)

内の主

な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額

100.0%

旅　　　費 ①費用弁償 8 0 0

8 1 2 担当部局・課名 建設部・都市建築課

事業名 空家等対策事業

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 4

款 項 目 (単位：千円）

除却前 除却後 令和6年度 講演会




